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（学園グラウンド） 

【
階
段
室
】 

～ 身延山大学防災マニュアル ～ 

Ⅰ．平常時 

非常時に備え日頃から避難経路（下図）を確認しておきましょう。本学の場

合、避難場所は本山中庭もしくは寺平（学園グラウンド）となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学避難経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学本館避難経路図 
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    実習棟避難経路図 

 

非常ベル・消火器のある場所を覚えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常ベル（消火栓）            消火器 

 

【注意】非常ベル・消火器は各建物に設置されています。 

大学校舎内では各階の廊下に設置されています。 
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Ⅱ．火災（校内放送などにより出火元を確認してから行動しましょう） 

火災発生時における避難経路は、以下のとおりです。 

（避難場所は状況により寺平学園グラウンドとなる場合があります） 

 

○大学校舎内から出火の場合 

 

（１、２階からの出火）東西各階段 → 本館５階 → 本山渡り廊下 → 本山中庭 

（３、４、５階からの出火）東西各階段 → 正面玄関および西側出口 → 本山中庭 

 

○大学図書館から出火の場合 

 

正面玄関および北側通用口 → 本山中庭 

 

○実習棟から出火の場合 

 

出火元を確認後、場所により 階段 → 正面玄関 → 本山中庭 

もしくは  非常出入口 → 大学本館裏 → 本山中庭 

 

○食堂・体育館・工房（武道場）その他の建物から出火の場合 

 

各出入口 → 本山中庭 

 

○火災・地震などでけが人が発生し、処置が必要な場合はまず下記へ連絡を。 

 

【連絡先】大学事務室 → 保健室 

 

○心停止を起こしている場合は、ＡＥＤ(自動体外式 

除細動器)を使用してください。  

 

【ＡＥＤ設置場所】  

大学本館正面玄関内の向かって左側 

 

○火災報知機が鳴ったら 

その建物および隣接する建物にいる場合、または目視で危険と判断される場所にいる

場合は教職員の指示のもと避難してください。 
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○火災発生を発見したら 

1.知らせる 

   大声で「火事」を知らせる。非常ベルを鳴らす。 

2.119 へ連絡する 

携帯電話から 119 へ連絡する場合「火事」と「救急」の区別を明確に伝えてくだ

さい。その後、消防の指示に従ってください。 

3.初期消火 

   消火器は下図のように使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】天井に火が燃え移ったら初期消火はできません！すぐに避難してください。  

4.避難 

   煙が発生したら、ハンカチ等を口と鼻にあて姿勢を低くして避難してください。 

 

避難後は 

1.周囲の人の無事を確認  

2.逃げ遅れた人や行方不明な人がいたら、すぐに近くの教職員または消防

隊員に知らせてください  

3.教職員の指示に従い、勝手な行動はとらないようにしましょう 

  

 

Ⅲ．地震 

地震発生時(～2分) 
最初の１分間は身の安全を最優先。あわてずに冷静に行動し、まずは自分の身の安全

を確保するように努めてください。 

 

【注意】周囲がパニックに陥りそうな時には、「落ち着いて！」「机の下に潜って！」な

ど大きな声でお互いに声を掛け合いましょう。  
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もし、  

○教室にいたら、 

  衣服や持ち物などで頭を覆い、落下物から身を守る。 

 

○実習室や工房にいたら、 

  すぐに火の始末をし、電気器具などの電源を切る。 

 

○廊下にいたら、 

  壁には寄らず、すみやかに近くの教室に避難して机の下にもぐる。近くに教室がなけ

れば、衣服や持ち物で頭を覆い、落下物から身を守る。 

 

○図書館※・ラウンジ等にいたら、 

  書架・ロッカー・自動販売機などの転倒する恐れのあるものから離れる。 

※図書館にいる場合については、別紙２『身延山大学図書館危機管理マニュアル』も参照してください。 

 

○体育館にいたら、 

  照明等の落下物に注意しながら中央部に集まってしゃがむ。 

 

○校舎外にいたら、 

  衣服や持ち物などで頭を保護し、落下物から身を守る。 

 

○エレベーターにのっていたら 

  最寄の階のボタンを押して停止した階で降りる。   

 

○車にのっていたら 

  車を止めエンジンを切る。サイドブレーキを引き、キーは抜かない。 

 

地震沈静後(３～５分) 

大きな地震には余震がある可能性が高いので、避難するときには十分注意しながら行

動してください。教室にいるときは教職員の指示に従って避難してください。  

 

○避難時には衣服や持ち物などで頭を保護し、落下物(窓ガラスなど)から

身を守りましょう。 

 

○エレベータは停止する恐れがあるので使用せず、階段や非常階段を利用

してください。 

【注意】負傷者や体の不自由な人を最優先に行動しましょう。 
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避難後(３０分～)は 

情報や周囲の状況を冷静に判断し、周りの人と協力し合いながら身の安全を守りまし

ょう。学内にいるときは教職員の指示に従ってください。 

 

東海地震注意報が発表されたら → 直ちに帰宅 

○学内で   

   授業は休講になります。教職員の指示に従いすみやかに帰宅してください。  

 

○自宅で 

   解除されるまで待機します。 

  

○登下校中 

   すみやかに帰宅してください。 

 

東海地震予知情報(警戒宣言)が発表されたら → 直ちに避難・帰宅 

○学内で 

   授業は休講になります。教職員の指示に従いすみやかに帰宅してください。帰宅が

困難な学生は学内で待機してください。  

 

○自宅で      

   安全な場所に避難して、解除されるまで待機します。寮やアパートに居住している

人は親や大学と連絡を取り居場所を明確にしてください。  

 

○登下校中 

   自宅にいるときに準じて各自で適切に判断してください。 

【注意】その他、特別な事由により休講とする場合があります。授業の休講の詳細は大学

までお問い合わせください。 

  

Ⅳ．台風・水害・その他の災害 

 強風や大雨、停電などに対する対応が必要となります。また、がけ崩れなどによる道路

の寸断や鉄道の運休などが発生することがあります。授業が休講となったり、臨時のスク

ールバスが運行される場合は大学より校内放送や大学正面玄関、および学生掲示板への掲

示などで発表されます。自宅にいるときや登下校中でも、ラジオのニュースなどで情報収

集に努めるようにし、授業の有無やスクールバスの運行について問い合わせる場合は大学

まで連絡してください。 
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Ⅴ．災害時の連絡方法 

大学への連絡方法 

 

 電 話： ０５５６－６２－０１０７㈹ 

 はがき： 〒409-2597 山梨県南巨摩郡身延町身延３５６７ 身延山大学 

E-Mail :  info@min.ac.jp 

 

【注意】情報・連絡は身延山大学ホームページに掲載される場合があります 

 

 検  索： 身延山大学      U R L ： http://www.min.ac.jp/  

 

関係諸機関への連絡先 

 

 機関名など 電話番号 

消防署 

１１９番 
峡南消防本部中部消防署 0556－62－5119 

警察署 

１１０番 
山梨県警南部警察署 0556－64－0110 

契約警備会社 セコム山梨中央支社 055－278-6666 

病  院 
財団法人身延山病院 0556－62－1061 

身延町早川町組合立飯富病院 0556－42－2322 

役  場 身延町役場 0556－42－2111 

道  路 甲府河川国道事務所峡南国道出張所 0556－62－0621 

鉄  道 JR 東海 身延駅 0556－62－1052 

バ  ス 山交タウンコーチ株式会社 0556－62－0064 

本  山 宗教法人身延山久遠寺 0556－62－1011 

 

家族・親戚・知人への連絡 

○災害用伝言ダイヤル  

  地震など大災害発生時は安否確認、見舞、問い合わせなどの電話が爆発的に増加し、

電話がつながり難い状況が数日間続きます。このような状況を緩和するため災害発生

時(震度６弱以上の地震など)には NTT の災害用伝言ダイヤルサービスが稼働します。

このサービスは一般電話、公衆電話、携帯電話から利用でき、事前契約等は一切不要

です。また、サービスの開始は、テレビ・ラジオ・インターネット等で通知されます。 

 

【連絡先QRコード】 

 

mailto:info@min.ac.jp
http://www.min.ac.jp/
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※伝言の録音方法  

1.「171」を押す 

2.「1」を押す(暗証番号を利用する場合は「3」を押す) 

3.電話番号を市外局番からダイヤル 

(被災地内の方も、被災地外の方も被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください) 

4.録音(30 秒以内でお話しください) 

 

※伝言の再生方法  

1.「171」を押す 

2.「2」を押す(暗証番号を利用する場合は「4」を押す) 

3.電話番号を市外局番からダイヤル 

(被災地内の方も、被災地外の方も被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください) 

4.伝言の再生 

【注意】録音された伝言は、被災地の方の電話番号を知っているすべての方が聞くこ

とができます。聞かれたくないメッセージを録音する場合は、あらかじめ暗

証番号を決めておく必要があります。 

 

Ⅵ．その他 

学校法人身延山学園防火管理規程 

本学では消防法第８条第１項に基づき、学校法人身延山学園防火管理規程（『身延山学園

諸規程集』p.235～242）を定めております。 

 

入学試験開催時に災害が発生した場合 

 入学試験開催時における災害発生に際しては、試験監督委員の指示にしたがって行動し

てください。 

 

福祉系実習の大規模災害における対応について 

 福祉学科の学生で、福祉施設などで実習中に大規模災害が発生した場合の対応について

は、別紙１『福祉系実習の大規模災害における対応について』を参照してください。 

 

大学図書館にいるときに災害が発生した場合 

 大学図書館にいるときに災害が発生した場合の対応については図書館員の指示に従って

行動してください。また、別紙２『身延山大学図書館危機管理マニュアル』を参照して

ください。 
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【別紙１】 

 

福祉系実習の大規模災害における対応について 
 
１ 実習生の基本的な立場と災害等の対応の原則について 

実習生は、実習指導者の指導・監督の下で知識、技術、態度などを体験的に学びます。こ

のため実習生は、災害が発生した場合は、実習施設における「見習い職員※」に準じて対応

してください。しかし実習生は、職員の方々とは異なり、万一の場合があっても、労働災害保

険や雇用保険が適用されません。したがって、災害が発生した場合は、「見習い職員」として

の業務の中で最も安全性が高く、利用者等にとって危険性の少ない業務を実習の一環とし

て実施していただくよう実習施設に依頼しています。 

※見習い職員とは 実際に仕事をしながら学んでいる経験の少ない職員のことです。 

２ 地震等の突発的で大規模な災害が発生した際の対応について 

（１）施設・実習生及び大学との連絡について 

学校と施設が連絡を取り、対応について協議することが困難と予想されますが、大学側と

しても災害時には可能な限り施設側と連絡が取れるように努力します。実習生についても個

別に連絡が取れるように努力します。 

（２）実習内容について 

突発的で大規模な災害が発生した場合は、職場内の非常時の規程に沿って、最も安全性

が高く、利用者等にとって危険性の少ない業務を実習の一環として実施してください。 

具体的な例として 

① 実習生自身の安全確保 

② 身近な利用者等の安全確保 

③ 安全な避難場所で利用者の動揺や不安を軽減するため付き添う 

といった対応です。 

また、実習生については、倒壊の恐れのある建物内に立ち入って救助活動をするといっ

た危険を伴う行為は絶対に行わないでください。 

（３）帰宅が困難な場合 

突発的な災害により帰宅が困難な場合、または夜間など安全で確実な帰宅方法がない場

合は、実習生は実習施設が指定した安全な場所で待機してください。 

なお、帰宅が出来ない状況が長く続く場合でも、実習生を安全な場所で待機するように依頼

しています。その際、「（２）実習内容についての②・③」の安全が確保された業務を担当して

もかまいません。 

（４）帰宅が出来る場合 

安全確保と避難、救護などの非常時の緊急対応が終了し、安全な帰宅手段が確保できる

場合は、実習を中断して帰宅してください。 

（５）実習停止について 

実習生が帰宅した時点で実習を一時停止とします。その後、状況が落ち着き次第、学校と

施設が協議し、実習の再開、中止等の扱いを決定します。 

※ 大規模な災害とは 

地震や河川の氾濫・大火事により建物の崩壊・交通網の遮断等の災害のことです。 

 

３ 災害後の実習日程について 

（１）実習日程について 

原則として実習年間予定に沿って実施します。 

（２）計画停電及び交通機関の影響について 

① 実習と計画停電が重なった場合でも、計画停電による影響が少なければ通常の実習を

実施します。 
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② 計画停電や交通機関の乱れなどの影響が大きい場合、またはそれが予測される場合は、

実習日程を変更するなどの措置をとります。 

（３）実習日程の変更について 

① 実習施設が災害を受け業務の変更等があり、実習が行えないと施設側が判断した場合

に、実習日程を変更します。 

② 実習日程の変更によって実施できなかった実習については、後日補習実習を実施しま

す。 

③ 災害などの影響により当該施設で補習実習ができない場合には、他の施設に補習実習

を依頼するなどの措置をとります。 

 

４ 緊急時の連絡について 

（１）台風等事前に災害が予想される場合について 

 ① 学校と実習施設が実習の扱いについて事前に協議し、危険度に応じて実習の一時停止な

どの措置をとります。 

② 台風の際、県内に「警戒警報」が発令された場合は、実習の一時停止等を検討する目安と

なります。 

 

５ 負傷した場合 

負傷した場合は、可能な限り速やかに学校に連絡をしてください。なお、後日負傷した状況を

実習生と実習施設側の担当者に細かくお伺いします。 

 

６ 緊急連絡先 

〒４０９－２５９７ 山梨県南巨摩郡身延町身延 3567 

身延山大学 実習担当者 楢木博之 事務担当者 松木 

ＴＥＬ ０５５６－６２－０１０７ ＦＡＸ ０５５６－６２－０７２７ 

e-mail 実習担当者アドレス naraki@min.ac.jp 事務担当者アドレス matsuki@min.ac.jp 
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【別紙２】 

身延山大学図書館危機管理マニュアル（火災編） 

 

1 火災発生時、まず館員・利用者共に身の安全を確保することを最優先する。 

2 館内の火災受信機が作動した際は、館員は原則 2 名で警告ランプが作動している館内エ

リアに赴いて状況確認を行う。 

3 館員による状況確認で実際に火災が発生している際、1 名は初期消火に当たり、1 名は

事務室に戻り館長若しくは館長代理（不在時は主任）に状況を報告し、報告後館内の他

の職員と共に法人事務局への連絡・館内放送・利用者の避難誘導を実施する。 

4 火災発生時、利用者を館外に避難させる際、1 階事務室の非常用放送設備を利用して全

館内の利用者に避難を促す。停電等の影響で非常用放送設備が使用できない際は、館員

2 名が各階に移動して避難指示・誘導を行う。 

5 避難の際は姿勢を出来るだけ低くし、口・鼻をハンカチなどで覆って煙を吸い込まない

ようにする。 

6 大学構内を含め図書館外で火災が発生した時、図書館 1・2 階にいる館員・利用者は共

に 1 階カウンター前に集合し、避難出来るよう準備する。 

7 大学構内を含め図書館外で火災が発生した時、図書館 3・4 階にいる館員・利用者（教

職員）は共に非常階段を使用して 1 階カウンター前に集合し、避難出来るよう準備する。 

8 図書館内で火災が発生した時、館員は図書館内にいる利用者に非常階段を使用して 1 階

カウンター前に集合させ、避難出来るよう準備する。 

9 火災発生時、2 階～4 階で作業・閲覧していた館員・利用者が 1 階に避難をする際は原

則図書館内南側の非常階段を使用する事とし、エレベーター及び螺旋階段は避難に使用

しない事とする。 

10 開館時間内は図書館南側非常階段の 1・2 階扉は開放しておく。 

11 館外に避難する際は先ず図書館前の広場（駐車スペース）に避難させると共に、履物は

館内用スリッパのまま避難させる。素足の利用者には避難誘導の際スリッパを履かせる。

なおスリッパから靴への履き替えは館外で行うよう指導する。（玄関で下足に履き替え

させると下足場が混乱し、避難の妨げになる恐れのため） 

12 館外避難の際、館員 1 名が先ず 1 階カウンター前にて利用者を集合させて館外に避難さ

せ、他の館員 1 名が館内に利用者が残存していないか確認する。残存者確認の際に 2 階

より上層に上がる際は原則南側非常階段を使用し、螺旋階段・エレベーターを使用しな

い事とする。 

13 残存者確認に当たる職員は確認終了した階の非常口防火扉を閉める。（特に 1･2 階） 

14 館内の照明・エアコン・コンピュータ・コピー機等の作動停止は避難時に余裕が有る場

合に実施する。 

15 ゼミ等で教員が学生を引率して図書館を利用している際に火災が発生した際は、その教

員に受講生の取り纏めと避難誘導を依頼することができる。 
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16 火災による怪我・ショック等で自力での避難が出来ない利用者について、まずその身の

安全を確保し、その旨を法人事務局に連絡する。且つ状況が許せば他の利用者に依頼し

て館外に搬出することが出来る。 

 

身延山大学図書館危機管理マニュアル（地震編） 

 

17 地震発生時、まず館員・利用者共に身の安全を確保することを最優先する。 

18 地震発生時、図書館 1・2 階にいる館員・利用者は共に書架から離れ、閲覧スペースに

移動して振動が収まるまで身の安全を確保する。 

19 地震発生時、図書館 3・4 階にいる館員・利用者（教職員）は共に書架から離れ、書架

の本が落下しない東西方向に設置している通路に移動して振動が収まるまで身の安全

を確保する。 

20 地震発生時、利用者を館外に避難させる際、1 階事務室の非常用放送設備を利用して全

館内の利用者に避難を促す。停電等の影響で非常用放送設備が使用できない際は、館員

2 名が各階に移動して避難指示・誘導を行う。 

21 地震発生時、2 階～4 階で作業・閲覧していた館員・利用者が 1 階に避難する際は原則

図書館内南側の非常階段を使用する事とし、エレベーター及び螺旋階段は避難に使用し

ない事とする。 

22 開館時間内は図書館南側非常階段の 1・2 階扉は開放しておく。 

23 地震発生後、館外に避難する際は先ず図書館前の広場（駐車スペース）に移動させると

共に、履物は館内用スリッパのまま避難させる。素足の利用者には避難誘導の際スリッ

パを履かせる。なおスリッパから靴への履き替えは館外で行うよう指導する。（玄関で

下足に履き替えさせると下足場が混乱し、避難の妨げになる恐れのため） 

24 館外避難の際、館員 1 名が先ず 1 階カウンター前にて利用者を集合させて館外に避難さ

せ、他の館員 2 名が館内に利用者が残存していないか確認する。残存者確認の際に 2 階

より上層に上がる際は原則南側非常階段を使用し、螺旋階段・エレベーターを使用しな

い事とする。 

25 館内の照明・エアコン・コンピュータ・コピー機等の作動停止は避難時に余裕が有る場

合に実施する。 

26 地震の影響で館内に火災が発生した際は、直ちに法人事務局に連絡すると共に、館内設

置の消火器等で消火を行う。（要領は「身延山大学図書館危機管理マニュアル（火災編）」

に則る） 

27 ゼミ等で教員が学生を引率して図書館を利用している際に地震が発生した際は、その教

員に受講生の取り纏めと避難誘導を依頼することができる。 

28 地震による怪我・ショック等で自力での避難が出来ない利用者について、まずその身の

安全を確保し、その旨を法人事務局に連絡する。且つ状況が許せば他の利用者に依頼し

て館外に搬出することが出来る。 
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